
秋田県立大曲支援学校せんぼく校
教育プラン

令和５年度～令和９年度

Ⅰ 学校の現状と課題 ・ 学校を取り巻く将来の状況の予測

１ 学校の現状と課題
仙北市角館町に立地し、全国的にも有名な武家屋敷通りや桜並木の桧木内川堤に近い。

仙北市は観光資源も多く、学習活動にその資源を生かすことが期待できる環境にある。３年間
の大曲養護学校せんぼく分教室時代を経て、平成２８年４月に大曲支援学校せんぼく校とし
て仙北市角館町に開校した。角館高等学校定時制課程の校舎に隣接し、体育館やグラウンド
を共用している。
(1) 児童生徒状況

令和５年度は、小学部７名、中学部１５名（訪問教育１名含む）、高等部１７名、計３９名の
児童生徒が在籍している。仙北市在住の全児童生徒のうち、小・中学校特別支援学級に在
籍している各学年の児童生徒数や、せんぼく校の小学部から高等部の各学部での在籍状
況から、当面３５名前後の在籍者数で推移するものと予測している。中学部や高等部段階
で入学する生徒が増加する傾向にある。また、仙北市と隣接している大仙市中仙地区等か
らの入学者が一定数予想される。

(2) 特色ある教育活動
高等部に、学校設定教科「観光」を設定し、学校全体としても観光地である仙北市の地

域資源を学習の場として積極的に活用し、将来の社会参加や職業自立に結び付くような地
域の中での学習活動を展開している。また、樺細工や鎌足和紙づくりなど、地場産業等と関
連した作業学習を実践している。令和３年度より、「地域が教室はじめの会」「地域が教室
まとめの会」を行って、地域の方々と連携を図って取り組んでいる。

２ 学校を取り巻く将来状況の予測と課題 ※３－（１）などはⅢの目標等に対応している
(1) 発達障害や不登校傾向のある児童生徒の在籍が増加すると予想される。自己理解を大
切にし、自己肯定感や自己有能感を育てる指導が必要となる。また、障害に関する肯定的
理解につなげるため、早期からの教育相談や障害に関する研修を行う必要もある。3-(1),
4-(1)(2)

(2) 少子高齢化が進み、地域を支える人材が少なくなる状況を踏まえ、本校の卒業生が、地
域で社会参加して生活していくためには、地域（社会）に開かれた教育課程を実現し、関係
者間のネットワークを構築していくシステム作りが必要である。交流及び共同学習及び障害
理解授業等の実施により、障害のある児童生徒に対する理解啓発を図る必要もある。
1-(1)(2)
(3) 働き手不足、担い手不足が予想されるが、適性に応じた就労先を決める進路指導に加
え、関係機関との連携を図った就労生活を支える進路学習が必要である。2-(1)(2)

(4) 広範囲の地区からの通学となっているため、災害時に備えて各中学校区等と連携した引
き渡し訓練など、関係機関と連携した避難訓練や防災学習を実施する必要がある。3-(2)
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Ⅱ 目指す方向性 ・ 学校像や児童生徒の姿

１ 学校像～「瞳かがやき、笑顔あふれる学校」

(1) 地域に根ざした学習活動、地域の人々との日常的な交流活動

(2) 地域における本物の体験を通したキャリア教育の充実

(3) 児童生徒の主体性を育む学校環境整備

２ 児童生徒像

児童生徒一人一人の障害の状態や発達段階、特性等に応じた知識、技能及び態度を身に

付け、積極的に社会参加、職業自立できる児童生徒を目指す。

(1) じょうぶな子 健康で、安全な生活ができる児童生徒

(2) す な お な 子 明るく、仲良く、礼儀正しい児童生徒

(3) が ん ば る 子 進んで取り組み、最後までやりぬく児童生徒

Ⅲ 具体的な目標 ・ 取組 ・ 推進指標

１ 地域（社会）に開かれた教育課程の実現と特色ある教育活動の展開
(1) 地域の資源や教育力を生かした特色ある教育活動の展開と、推進するための組織運営
(2) 児童生徒が主体的に関わる、地域の小・中・高等学校との交流及び共同学習の推進

◆推進指標→各学部学校間交流の5年間の継続と充実（小3/6校 中3/5校）
→小中学校での居住地校交流 R5→R9（40％→50％）

(3) ICTの効果的な活用による、資質・能力を育むための授業改善
◆推進指標→ICTを活用した授業 R5→R9（60％→80％）

→ICTを活用できる教員R5→R9（60％→95％）

２ 将来を見据えたキャリア教育の充実と生涯学習の推進
(1) キャリア発達を促し主体的な進路選択につなげる、各学部を通じた進路学習の実施

◆推進指標→全卒業生の一般就労者の割合R9で50％
(2) 関係機関と連携した、生涯を通じて学ぶ場の構築

３ 安心・安全な生活を支える生徒指導・安全教育
(1) 自己理解・他者理解を大切にした自立活動や特別活動を軸とした自己有用感や自尊感情
を育む教育活動の展開

(2) 関係機関等と連携した避難訓練等の実施と、専門家による安全教育の推進

４ 学校の専門性を生かすセンター的機能の強化
(1) 関係機関等と連携した、就学前の教育相談や支援の充実
(2) 地域の学校等のニーズに応える研修会の実施


